
「働き方改革」と「ペーパーレス化」への挑戦 
〜体育授業のクラウド活用〜 

 
日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までの岩﨑スタイル 

学習カードの作成サイクルとその意義 
日田市立有田小学校 岩﨑 敬 

 
 私は全学年の全授業で授業の振り返りを書かせています。いろんな会社が多くの個人情報を必要とするように、

授業をつくる私たち教師も一人ひとりの子どもの感想や気づき、困りなどの情報が必要です。 
 文章力に個人差があるため、記入したものだけを思考・判断の評価に使うことはありません。大勢の前では恥

ずかしくて本音が言えない子や、時間の関係上、授業の振り返りを発表できる子が多くて３人ぐらいに限られて

くるため毎時間全児童に書かせているという面もあります。 
 体育専科を始めて６年目になりますが、この効果に気づいた１年目からはずっと続けています。添削しプリン

トを作るにはエネルギーと時間を要しますが、それに見合う一人ひとりの体育学力の向上と自分自身の授業力向

上に役立っているように感じています。子どもの「できた」「わかった」の確認は日々勉強になっています。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 

カード 
作成 

授業 

カード 
記入 

カード 
添削 

単元・授
業の修正 

一人ひと
りの定着
の確認 

前時の学びの様子からめ
あてとともに調整 

人前で発言できない子
や、見落とした子のチ
ェック機能として 

シールや花マルで褒め
る、困りに答える等 

進度を調整したり、
場の増減をしたり等 ホワイトボードやプロジェ

クター（動画）とのリンク 

子どもが学習
課題に向き合
っているか等 

個別に学びの
履歴チェック 

 

１時間目の「動きを組み合わせて楽しく

踊ろう（態度）」から、２時間目は「動き

にメリハリをつけて発表会で表現しよ

う（技能）」と授業のめあてもカードの

様式も変えています。 

①単元構造図の作成 

②授業 

 学習カードの添削と次時の

プリント作成 

③次の授業 

 

※②，③の繰り返し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どうやって先生に出すの？」と最初は戸惑

う子どもたち 

新しい岩﨑スタイル（挑戦中） 

提出するテキストは授業のめあてに応じて

自己評価 

ピンク・・・できた 

黄色・・・・どちらかというとできた 

水色・・・・できなかった 

に分類して提出 

踊った後に、録画した動画を子どもに送信 

使うアプリは「ロイロノート」 です 

一人一台のタブレットからクラウド保存へ 

一人ひとり提出してもらい 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはこれで、私自身を今まで成長させてく

れたが、このやり方が他の先生方に広まった

かというと、疑問が残るので今年は封印して

みる 

学年に関係なく、一人一台に配布されたタブレット。体育の授業なのに、身体を動かすことな

くタブレットばかりを扱い「これは体育じゃない」と授業後の感想に書いてくる子

も出てくることも。チームに一人だけが操作できればいいものか？ それとも全員が扱うべき

なのか？ こちらで工夫しなければ「情報」の授業になって「体育」はなかなか進みません。 

個人ごとにも双方向からいつでも提出

物を可視化できる 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット操作（iMovie）で座学１時間      振り付けは宿題で考えてきました 

 

曲は６年のダンス実行委員会で選曲 こちらで BGM にし、全員に送信 絵や動画を貼り付けて 

 

自分たちでプログラミングしたダンスの練習は自然と熱が入る（主体的な学びの状態） 

 

タブレットは学びの万能薬じ

ゃなさそうですが 

 


